
次作に向け、環境の変化や
　　病害虫の発生に対応しましょう！相続シミュレーションについてご紹介

担当者から組合員の皆さまへ２

　全国的に人口減少と高齢化が進む中、組合員の農地や資産を次世代につなぐため、
JA京都市では、相続相談の強化に取り組んでおります。
　資産管理課では令和4年度より個別の相続シミュレーションを計算できる資産承継システ
ムを導入しています。相続手続きを円満かつ円滑に進めることに役立てることができます。
もし、事前の相続対策が不十分であれば、親族間でのトラブルにつながる可能性があります。
報告書はすべて無料で作成できますので、是非活用を検討してください。

　資産管理課では、組合員の皆さまが安心して相続手
続きを進められるよう、サポートを行っています。
　相続は複雑で戸惑うことも多いですが、私たちは一
人ひとりの状況に寄り添い、適切なアドバイスや支援を
提供することを心掛けています。

　特に、遺産の分割や名義変
更、相続税対策など、初めての
方でも分かりやすいよう丁寧
にご説明します。また、必要に
応じて弁護士や税理士と連携
し、専門的なアドバイスが受け
られる体制も整えていますので、ぜひお気軽にご相談ください。私たち
は地域の皆さまの人生の節目を全力でサポートします。一緒に最適な解
決策を見つけましょう。

相続対策の検討にお役に立ちます

1月以降の各種相談に
ついてはこちらから JA京都市 営農経済部資産管理課まで

相続に関するお問い合わせはこちらから

075-313-2059電話番号

営農支援課　TAC

堀井　崇史

担当者
坂本 竜也（資産管理課）

　気候変動が進む現代、農業はその最前線に立たされています。特に最近の高温は作物に大きなダメージをもたらし
ています。
　また、カメムシ等の大量発生により、農作物に多大なる影響が発生しています。京都府では２０２４年５月２日（木）府内
全域に果樹カメムシ類（チャバネアオカメムシ、クサギカメムシ、ツヤアオカメムシ）の『病害虫発生予察注意報』を発令
しました。その背景にはカメムシが越冬し、去年も数が多かった上に、暖冬の影響で生き残った数が多いのではないか
と推測できます。特に管内の水稲栽培では高温による品質低下とカメムシによる被害痕が多く、減収した生産者もい
らっしゃいます。
　従来通りの栽培方法では昨年と同じ状況になりかねませんので、今からできる対策を講じましょう。

水管理は、生育過程ごとの以下の４つのポイント

飽水管理

飽水管理とは水尻を止水し、自然落水で水がなくなり溝や足跡に水が溜まっている状態になったら潅水する管理。

1 分げつ期には、無効分げつの発生を抑えるため、ほ場内を深水になるよう管理
します。こうすることで、白未熟粒を引き起こしやすい籾数過多になることを
防ぎます。

2 中干しは、重粘土壌では強めに行い、砂質土壌では軽く済ませるなど、土壌の質
によって調整します。それによって葉色を濃く保ち、背白粒や基白粒の発生を
防ぎます。

4 登熟期から収穫間際までできるだけ通水を続け、稲を冷やします。特に登熟
初期は、飽水管理にして高温になるのを防ぎます。

3 出穂期からの20日間には、昼間は自然落水させて夕方以降入水する「間断
かん水」を繰り返し、ほ場内の地温・水温を低く保たせます。

●適用病害虫および使用方法

5,093円/税込

おすすめ

本田のカメムシ類、ウンカ類、
いもち病を同時に防除、
籾の登熟歩合も向上します

高品質米の生産に！
登熟歩合向上効果
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営農経済部からのお知らせ
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